
 - 1 -

      
 

木
嶋
さ
ん
ち
と
佐
山
さ
ん
ち 

 
 

 
 

２

 - 2 - 

木
嶋
さ
ん
ち
と
佐
山
さ
ん
ち 

２ 

も 

く 

じ 

二
冊
目
の
ご
あ
い
さ
つ 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

夢
路
可
帆 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

近 
 
 

道
（
里
香
八
歳
、
駆
・
探
四
歳
）-

-
-
-
-
-
 

夢
路
可
帆
＆
水
無
月
あ
る
て
（
書
き
下
ろ
し
）

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

小
さ
な
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
（
駆
・
探
八
歳
）

-
-
-
-
 

水
無
月
あ
る
て
（A

r
t
e
mi

s

掲
載
）

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

予 
 
 

感
（
駆
十
三
歳
）-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

水
無
月
あ
る
て
（A

r
t
e
mi

s

掲
載
）

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

進 
 
 

路
（
駆
・
探
十
五
歳
）-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

水
無
月
あ
る
て
（A

r
t
e
mi

s

掲
載
）

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

兄 

と 

妹
（
里
香
十
九
歳
）

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

夢
路
可
帆
（
新
ま
ぐ
ろ
な
ま
ぐ
ろ
～
は
い
ぱ
あ
～
掲
載
）-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

告

白

の

朝
（
里
香
二
十
歳
、
駆
・
探
十
六
歳
） 

そ
の
朝
、
佐
山
家
で
は
… 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

夢
路
可
帆
（
新
ま
ぐ
ろ
な
ま
ぐ
ろ
～
は
い
ぱ
あ
～
掲
載
）-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

そ
れ
を
聞
い
た
木
嶋
家
で
は
… 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

水
無
月
あ
る
て
（
新
ま
ぐ
ろ
な
ま
ぐ
ろ
～
は
い
ぱ
あ
～
／A

r
t
e
m
i
s

掲
載
）-

-
-
-
-
 

そ
し
て
例
の
二
人
は
… 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

夢
路
可
帆
（
新
ま
ぐ
ろ
な
ま
ぐ
ろ
～
は
い
ぱ
あ
～
掲
載
）-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

二
冊
目
の
あ
と
が
き 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

水
無
月
あ
る
て 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

野

上

家

・

木

嶋

家

・

佐

山

家

関

連

図

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ン
ク
ス 

 
 

本
文
イ
ラ
ス
ト-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

美
穂
す
ろ
と 

本
誌
に
掲
載
の
文
章
お
よ
び
イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載
、
コ
ピ
ー
を
禁
じ
ま
す
。 

3 1317 32 22 29 19 30 4 27 33 



 - 3 -

二
冊
目
の
ご
あ
い
さ
つ 

 

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
『
木
嶋
さ
ん
ち
と
佐
山
さ
ん
ち
』
二
冊
目

の
本
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
い
よ
い
よ
、
双
子
の
兄
弟
・
駆
と
探
及
び
そ
の
従
姉
・
里

香
の
、
子
ど
も
時
代
か
ら
大
人
の
一
歩
手
前
（
笑
）
ま
で
の
活
躍
を

中
心
に
ま
と
め
た
、
シ
リ
ー
ズ
本
編
（
笑
）
を
お
送
り
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
、
両
親
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
獠
と
香
の
背
中
を
見

て
育
っ
た
駆
と
、
海
坊
主
と
美
樹
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
探
。
そ
し

て
獠
た
ち
に
時
々
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
母
親
・
唯
香
を
い
さ
め
つ
つ
、

そ
ん
な
双
子
と
獠
た
ち
に
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
育
っ
て
い
く
里
香

の
物
語
を
…
。 

…
と
書
く
と
何
や
ら
ま
っ
た
く
違
う
話
を
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す

（
苦
笑
）
が
、
要
す
る
に
こ
の
本
で
は
、
獠
を
始
め
と
す
る
シ
テ
ィ

ー
ハ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
脇
役
に
甘
ん
じ
て
て
、
出
番

が
当
然
の
よ
う
に
少
な
か
っ
た
り
す
る
け
ど
、
で
も
や
っ
ぱ
り
こ
れ

は
シ
テ
ハ
ン
話
が
載
っ
た
本
な
の
だ
と
言
い
た
い
わ
け
で
し
て
（
何

じ
ゃ
、
そ
り
ゃ
） 

と
言
う
の
も
、
ど
の
物
語
も
、
例
え
出
番
は
無
く
と
も
、
主
人
公
・

駆
や
探
、
里
香
の
後
ろ
に
は
、
確
か
に
獠
た
ち
や
海
坊
主
た
ち
や
、

冴
子
や
唯
香
の
息
遣
い
が
見
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
…
見
え
て
い
る

は
ず
、
で
す
。
多
分
。
（
多
分
か
い
！
） 

彼
ら
（
特
に
双
子
）
は
皆
、
時
に
は
笑
い
、
時
に
は
い
ろ
ん
な
悩

み
を
抱
え
な
が
ら
も
、
シ
テ
ハ
ン
キ
ャ
ラ
た
ち
に
温
か
く
見
守
ら
れ

て
、
ま
っ
す
ぐ
で
優
し
く
、
そ
し
て
強
く
純
粋
な
心
を
持
っ
た
人
間

と
し
て
育
っ
て
い
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
間
違
い
な
く
、
ど

の
シ
テ
ハ
ン
キ
ャ
ラ
た
ち
も
が
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
本
質
（
も
の
）

な
の
で
す
。
だ
か
ら
彼
ら
は
間
違
い
な
く
、
シ
テ
ハ
ン
の
世
界
で
生

き
て
い
る
キ
ャ
ラ
＝
シ
テ
ハ
ン
キ
ャ
ラ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

…
と
、
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
下
さ
る
と
嬉
し
い
な
、
と
（
殴
） 

だ
か
ら
、
こ
の
本
で
は
彼
ら
の
本
質
が
よ
く
現
れ
て
い
て
、
尚
且

つ
将
来
を
暗
示
し
て
い
る
話
を
中
心
に
選
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
同
時
に
社
会
人
編
と
な
る
「
３
」
の
前
振
り
に
も
な
っ
て

い
る
と
い
う
、
お
ま
け
（
？
）
付
き
で
す
。 

も
っ
と
も
、
そ
ん
な
理
屈
に
関
係
無
く
、
「
駆
く
ん
、
素
敵
！
」

「
探
く
ん
、
大
好
き
！
」
と
い
う
ノ
リ
だ
け
で
読
ん
で
も
ら
っ
て
も

構
い
ま
せ
ん
（
ま
さ
か
、
「
実
は
里
香
萌
え
な
の
。
」
な
ん
て
人
は

い
ま
い
・
笑
）
し
、
「
木
嶋
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
話
の
フ
ァ
ン
だ
か
ら
。
」

と
い
う
観
点
で
読
む
の
も
ま
た
一
興
か
と
思
い
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
シ
テ
ハ
ン
自
体
の
フ
ァ
ン
だ
か
ら
、
と
い
う
本
来
の

理
由
で
読
ん
で
頂
く
の
は
大
歓
迎
で
す
（
笑
） 

で
は
で
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
言
い
訳
の
み
の
前
振
り
（
爆
）
は

こ
こ
ま
で
で
す
。
後
は
本
編
を
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

二
〇
〇
五
年
四
月 

夢
路
可
帆
・
記 
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あ
る
日
の
日
曜
日
、
佐
山
里
香
は
母
親
で
作
家
の
唯
香
と
、
父
親

で
編
集
者
の
博
孝
に
お
弁
当
を
届
け
る
べ
く
、
唯
香
の
サ
イ
ン
会
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
大
型
書
店
へ
向
か
っ
て
、
必
死
に
テ
ク
テ
ク
歩

い
て
い
た
。 

「
も
う
、
お
母
さ
ん
っ
て
ば
、
本
当
に
し
か
た
な
い
ん
だ
か
ら
！
」 

 

そ
ん
な
ふ
う
に
、
と
き
ど
き
大
人
び
た
口
を
き
く
里
香
は
、
実
は

ま
だ
八
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
小
学
二
年
生
の
女
の
子
で
あ
る
。 

 

少
々
世
間
か
ら
外
れ
た
感
覚
を
持
つ
母
親
と
、
そ
の
保
護
者
の
よ

う
な
父
親
、
大
時
代
的
で
あ
り
な
が
ら
ど
こ
か
抜
け
て
い
る
祖
父
に

育
て
ら
れ
た
里
香
は
、
同
世
代
の
子
ど
も
に
比
べ
、
し
っ
か
り
し
た

子
だ
と
近
所
で
も
評
判
の
少
女
で
あ
っ
た
。 

「
お
父
さ
ん
に
お
弁
当
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
っ
て
い
う
か
ら
、
協
力

し
て
あ
げ
た
の
に
」 

 

佐
山
家
で
は
食
事
を
作
る
の
は
主
に
博
孝
で
あ
る
。
博
孝
が
仕
事

に
追
わ
れ
て
帰
宅
出
来
な
い
と
き
に
は
、
も
ち
ろ
ん
食
事
作
り
は
唯

香
が
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
彼
女
は
そ
ん
な
時
は
た
い

て
い
要
領
良
く
、
実
家
へ
帰
っ
た
り
店
屋
物
を
取
っ
た
り
し
て
済
ま

し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
佐
山
家
の
家
庭
の
味
は
、
お
袋
な
ら
ぬ
親

父
の
味
な
の
だ
。
里
香
は
小
学
校
へ
上
が
っ
て
か
ら
、
台
所
で
父
親

の
手
伝
い
を
始
め
た
の
で
、
唯
香
よ
り
料
理
を
作
る
手
際
が
良
か
っ

た
。 

『
里
香
、
お
願
い
、
お
弁
当
作
り
手
伝
っ
て
！
今
日
は
珍
し
く
博
孝

さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
な
の
よ
！
』 

 

博
孝
は
現
在
、
唯
香
の
担
当
編
集
者
で
は
無
い
の
で
、
二
人
が
一

緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
は
滅
多
に
無
い
。
だ
が
、
二
人
が
夫
婦
で
あ

る
こ
と
を
コ
ネ
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
た
ま
に
あ
っ
た
。 

『
博
孝
さ
ん
の
担
当
作
家
の
サ
イ
ン
会
、
当
の
作
家
が
急
病
で
倒
れ

た
ん
だ
っ
て
』 

 

そ
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
唯
香
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
訳

だ
。
サ
イ
ン
会
の
前
日
の
二
十
三
時
過
ぎ
と
い
う
時
間
的
に
余
裕
の

無
い
状
態
で
、
博
孝
は
会
社
か
ら
唯
香
に
代
理
依
頼
の
電
話
を
掛
け

て
き
た
ら
し
い
。 

『
で
ね
、
博
孝
さ
ん
っ
た
ら
、
ひ
ど
い
の
よ
！
断
っ
て
く
れ
て
い
い

ん
だ
と
ば
か
り
に
嫌
そ
う
な
声
出
す
の
。
せ
っ
か
く
あ
た
し
と
一
緒

に
仕
事
出
来
る
っ
て
い
う
の
に
、
ひ
ど
く
な
い
？
』 

 

そ
れ
は
お
父
さ
ん
が
お
母
さ
ん
を
自
分
の
仕
事
で
利
用
し
た
く
な

い
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
？
と
熟
睡
し
て
た
と
こ
ろ
を
夜
中
に
叩
き
起
こ

さ
れ
た
里
香
は
思
っ
た
。
常
々
、
博
孝
が
里
香
に
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

『
そ
こ
で
お
弁
当
ラ
ブ
ラ
ブ
大
作
戦
よ
！
美
味
し
い
の
作
っ
て
、
あ

た
し
と
の
仕
事
を
嫌
が
っ
た
こ
と
、
後
悔
さ
せ
て
や
る
の
！
』 

 

で
も
朝
早
く
起
き
る
自
信
が
無
い
か
ら
五
時
に
な
っ
た
ら
起
こ
し

て
ね
、
と
続
け
る
母
親
に
里
香
は
素
直
に
頷
い
た
。
母
親
が
朝
に
弱

い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
う
し
て
朝
に
な
っ
て
唯
香
を
起

こ
し
、
手
際
の
悪
い
お
弁
当
作
り
も
手
伝
っ
た
の
に
、
肝
腎
な
お
弁

当
を
持
っ
て
い
く
の
を
忘
れ
た
と
そ
の
母
親
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
の

だ
。
大
好
き
な
母
親
で
あ
っ
て
も
、
里
香
は
さ
す
が
に
呆
れ
て
い
た
。 

「
あ
れ
？
里
香
？
」
「
里
香
ち
ゃ
ん
だ
！
」 

 

背
後
で
い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ
て
里
香
は
驚
い
た
。
振
り
返
る 


